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春まだ葉の出る前のブドウの茎を地表近くで切断し、マノメーターで液の溢泌する圧力、す
なわち根圧を測定した。 4月の測定では水銀柱 32.5インチの根圧であった。この値は馬の動脈
の血圧の 5倍、犬のそれの 7倍であったという。
Halesの研究上の発想は Harveyの血流の研究からヒントを得たといわれるが、たしかに、
植物を動物とアナロガスに考えている。しかし、その研究は実に定量的で、ある。おそらくこの
パイオニア的そして植物生理学的研究が後世の人たちに評価されたのであろう。アメリカ植物
生理学会には 8tephanHales Prize が50数年前からもうけられている。(日本植物生理学会通
信 39: 4-7、1986)
「植物生理学のニ大先駆者j
1.植物生理学の先駆者
現代植物生理学の創始者はザックス (Juli us 8achs)であると一般に考えられている。彼はヘ
ーゲルやゲーテの影響を受けていた当時の自然哲学的な植物学にあらゆる種類の実験的な性格
を与え、植物生理学という新しい分野を確立した。その弟子であるベッファー (WilhelmPfeffer) 
はこの学問を生気論から完全に脱却せしめ、植物の生理現象が物理学的に理解できると信じて、
これを近代科学として発展させた最大の功労者であろう。
筆者は数年前、ポストドクトラルフエローとしてスウェーデン、ルンド大学植物学教室のプ
ルストレーム (H.Burst凶m)教授のもとにいたとき、筆者の専門分野である植物ホルモンの研
究の歴史に興味をもっていた。このため、ウェント (F.W. Went )が1928年、はじめてオー
キシンの存在を確かめたオランダのウトレヒト大学のほか、この分野の著名な研究者の研究室
を訪ねた。やがて筆者の興味はしだいに植物生理学全般の歴史に拡がりはじめた。清朝のヌル
ハチ(奴児合赤)発祥の地に育ち、少年時代から中国大陸やヨーロッパ大陸の歴史に興味をも
っていたためか、筆者は自分の専門分野の歴史についても何かとせんさくしたい欲望にしだい
に抗しきれなくなったように思える。
オーキシン研究のきっかけは 1880年のダーウイン (C.Darwin)の光屈性の実験にはじまる
といわれる。しかし、それより早く、植物におけるホルモンの存在を予言したのはザックスで
あったことを知り、筆者のザックスに対する興味はさらに大きくなった。そして、学会出席な
どの機会をとらえ、少しずつザックスに関する資料を集めてきた。今夏はライプチヒを訪れ、
ペファーの足跡のいくらかを追うことができたのは筆者にとってまったくの幸せであった。こ
の機会に両先駆者の横顔を紹介し、植物生理学の源流をさかのぼってみたい。
2.植物生理学の流れ
植物生理学は 1860年以後、主としてザックスにより“実験生理学"の段階に入った。その歴
史をさかのぼると、まず 16世紀にイタリア、ピサ大学のチェザルビーノ (A.Cesalpino， 1519 
-1603)によって人体の血流と比較した樹液通導の研究にはじまったといわれる。その後ベル
ギーのヘルモント (J.B. Helmont. 1577-1644)、そして英国のヘイルズ (8.Hales， 1677-
1761)、プリーストリー (J.Priestly， 1733-1804)、インゲンホウスり.Ingenhousz， 1730-
1799)、スイスのソシュール (N.T. de 8aussure， 1767-1845)、そしてドイツのリーピヒ (J.von 
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Liebig， 1803ー 73)らによって一つの学問分野として形をととのえてきた。植物生理学は分類学、
形態学、細胞学を中心とした植物学の一分野ではあるが、動物生理学に端を発し、その性格は
現在の農芸化学に近い形で発展したと考えられる。
植物生理学の父とよばれるザックスは、植物の水耕法を確立し、生長計を考案したほか、葉
緑体中のデンプン粒の検出をはじめて行い、現在の植物生理学の骨組みをなしている栄養、代
謝、生長と運動、のほとんどすべての面で実証的な実績をあげている。またその伝統を受けつ
いだべファーは、ヴァントホフ (J.H. van't Hoff)の浸透庄理論のきっかけとなった細胞浸透
現象の定量的研究を行ったことで知られる。この研究はペファーがザックスのもとにいた 1870
-71年、ザックスが彼とドフリース (H.de Vries)の2人に与えた研究テーマに始まる。この
ほか、ペファーは屈性、走性などの生長、運動生理学、リズム、あるいは酵素化学に至る驚く
ほど広い分野にわたって研究を行い、植物に限らず、生命現象の基本を原形質の機能に求める
その卓越した識見によって、この学問分野を完全に“自然哲学"から脱皮させた。
この両先駆者の人柄、性格の相違は興味ぶかい。ザックスは情熱的に生活を研究に捧げるタ
イプであったのに対し、ペファーは冷静で注意深く、自分の病弱な身体のため、日常生活にお
いても用心深かったという。ザックスは大胆で、、常に新しいアイデアをもち、これを実験でた
しかめようとしていた。彼は比較的派手で魅力的な人柄と、一種の芸術家肌で天才的な才能に
よって多くの創造的な研究を行った。これに対してペファーはやや陰気で、常に内省的であっ
た。研究や講演の準備においてもきわめて慎重で、あらゆる角度から内容を確かめ、少しの欠
点もないようにつとめ、確かめられた事実だけに論議を限る傾向があったと評されている。し
かも、彼が科学者としてザックスと異なっていたのは、植物における生理現象を広く一般生理
学の眼で眺めた点である。
いずれにしろ、この両先駆者はまったく対照的な性格と研究の姿勢をもち、違ったやり方で
現代の植物生理学をうち立てた。ザックスは天才肌で、まさに創始者向きの性格をもち、慎重
なベファーはこれを受け継いで、植物生理学を近代化した。植物生理学のはじまりにこのよう
に対照的な 2人の偉大な科学者が、ザックス、ペファーの順で関与したことはまことに興味ぶ
かい。もし 2人の出現順序が逆であったら植物生理学の発展はどのように変わっていただろうか。
3.ザックスー画工から学長まで
1868年、 36歳のとき、ヴュルツブルク大学教授になってから以後のザックスは、そこで彼の
研究生活の最盛期を送った。この大学は 1402年に創設されたが、正式には大司教ユリウス・エ
ヒター (J.Echter)により 1575年ヴユルツプルク大学として発足し、 1582年に開校された。
医学部で、最初の植物学の講義が行ったのはデルクム (A.Dercum)であった。植物学教室が医
学部から正式に分離したのは化石植物学者のシェンク (J.A. Schenk)教授のとき (1854年)
であった。
ザックスの 3代あとの教授、遺伝学者ブルゲフ (H.Burgeff)のとき、すなわち第二次大戦
末期の 1945年春、この町はわずか 20分間の爆撃で大学など町の主要な部分が破壊された。中
央駅の近くのもとの植物園にあった植物学教室はあとかたもなく、現在は新しい病院の建物な
どが並んでいる。爆撃から生き残った 1本のイチョウの木がわずかに当時を偲ばせる。近所に
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あった動物学教室や、レントゲンが X線を発見した物理学教室、あるいはウイルヒョウが講義
をした解剖学教室などは復元されてもとの場所に健在である。
植物学教室は植物園とともに市の南西郊外のダーレンベルクに新築された。ここでは現在ジ
モーニス (W.Simonis)教授により、主として光合成の研究が行われている。新教室の玄関を
入ると、ザックスのプロフィル像が掲げられ、その写真、初版の著書、あるいは実験のスケッ
チなどが展示されている。また、古い教室で焼け残ったザックスのデスクや書棚を貰い受け、
これらを誇らしげに使っている若い研究者もいる。旧教室跡のイチョウの木や、ザックスの遺
品を見ると、やはり感激をおぼえる。
ユリウス・ザックスは 1832年、プレスラウに貧しい彫刻師の次男 (7番目の子)として生ま
れた。彼がギムナジウム生徒のとき、父が1848年卒中で、母が翌年コレラで相次いで死に、 17
歳で孤児となった。しばらく長兄の援助で学校を続けたが、これもしだいに難しくなった。幸
い友人に、著名な動物生理学者プルキニエ (J.E. Purkynie， 1840年、 ドイツではじめて、プレ
スラウに生理学研究所を設立した)の息子がおり、ザックスはプルキニエにその才能を認めら
れ、その援助でギムナジウムを了えた。 1850年、プルキニエがプラハ大学に転出したとき、 18
歳であったザックスは彼らとともにプラハに赴き、プルキニエの助手兼画工として、 1日に 4時
間プルキニエのために働くという条件で無料の部屋と食事のほか手当をもらってやとわれた。
このあとザツクスは 6年間働きながらプラハ大学を卒業し、以後植物学、物理学、数学の勉強
を続けた。この問、彼は哲学科教授のチンメルマン(R.Zimmermann)の影響を受けたと伝え
られる。ザックスもまた、その研究生活の初期に“自然哲学"の洗礼を受けたといえよう。
1856年学位 (Dissertation)を取ったのち、 1857年、 25歳のとき、彼は植物の水耕法に関
する植物生理学的な研究によって講師資格 (Habilitation)を得た。その後 1858年、タラント
の林業大学にいた動物学教授のシュタイン (F.von Stein)はザックスの植物水耕法に興味をも
ち、これを農学に利用しようと考え、彼を助手としてやとった。この後数年間、ザックスは夏
は朝 4時から研究を開始し、水耕法のほか、根の機能、葉緑体中のデンプンの起源、蒸散に対
する外的条件の影響なとマの研究を精力的に行った。
1861年、 29歳のとき、ボン近郊ポツベルスドルフの農科大学から植物学、動物学を担当する
ポストの提供を受け、ボンに赴任した口まだ教授職でなかったこの職に在任中、彼は講義のほ
か、主として植物栄養学に関する研究をまとめ、数多くの論文を「フロラ (Flora)誌に発表し
たO またザックスはタラント時代に書きはじめた"Handbuchder Experimentalphysiologie der 
Pf1anzen"をボンで書き上げ、ライプチヒのエンゲルマン社から 1865年に発行した。彼はこの
ころ、ボン大学植物学教授シャハト (H.Schacht)の後任を希望したが、その希望は実現しな
かったD しかし、 1867年、彼はドュパリ (A.de Bary)の後任としてフライブルク大学に植物
学教授として迎えられた。
フライブルク大学での研究条件は悪く、植物園の状態も不十分だったので、ザックスはここ
での在任中、もっぱら“Lehrbuchder Botanik"の執筆に熱中した。翌年、彼は希望が入れら
れシェンクの後任としてヴユルツブルク大学に迎えられたD この大学の研究設備や研究費の状
態はフライブルク大学のそれよりははるかに良く、ここでの 30年間ザックスは 1日に 14-16
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時間も研究に費した。ときには朝4時に研究室に入札夜遅くまで実験を続けたと伝えられる。
あるとき 1人の学生が午後 8時前に帰宅しようとしたら、ザックスはこの学生に“今日は休日
か"と叱ったという。彼の研究室は土曜日も平日どおりで、日曜日ですら午前中は全員が研究
を行った。
ザックスはヴユルツブルク大学に赴任した後、イエナ、ハイデルベル夕、ウィーン、ベルリ
ンあるいはミュンヘンの各大学から誘いを受けている。そのたびに彼はヴュルツブルク大学評
議会と交渉し、給料や研究費、あるいは研究施設の改善を獲得している。現在でもドイツやア
メリカでは有能な教授たちは他からの職の申し出のあるたびにこうして好条件を得るのが通例
である。この間ザックスは 1871年には学長に選ばれ、また大学評議会のメンバーになっている。
1871年はちょうど、プロイセンを中心としたドイツ諸邦とフランスとの戦争がフランスの降
伏によって終結した年に当たる。ヴ、エルサイユ宮殿でプロイセン王ウィルヘルム一世がドイツ
帝国の成立を宣言し、自ら初代皇帝の位についた。こうしてヨーロッパはドイツを中心として
事実上鉄血首相ピスマルクの支配するところとなるわけである。ザックスは、彼と同じプロイ
セン人であるピスマルクを尊敬していたという。 1895年、ザックスは健康上の理由で評議会を
退いたが、多くの大学でアカデミー会員、名誉学長などに選ばれた。
4.ザックス-“心得"
ザックスには神経症的な面があったようで、人一倍時間を費やして研究を行うことを欲して、
若いときから覚醒剤を用いていた。後年、神経を鎮めるため、樟脳と抱水クロラールの混合物
をコメカミにすり込み、グラス一杯のブドウ酒を飲んでから講義に臨んだという。彼は助手を
{半って講義室に入るや、ドアを閉めて学生の出入りを禁じ、講義が終ると、彼が去ってしばら
くたったのちに学生に席を立つことを許したと伝えられる。
若いときにプルキニエの助手兼画工として働いた経験は彼の研究者としての方向づけに決定的
であり、また役に立った。講義用に絵具を用いて彼が画いた約 1x 2mの見事な植物の絵数 10枚
は戦災を免れ、現在も残っている。 彼の著書 4冊、すなわち前出の 2冊のほか、“Geschichteder 
Botanik von 16 Jahrhundert bis 1860" (1875)および州'vorlesungen uber Pf1anzenphysiologie" 
(1882)は著名である。現在でもヴュルツブルク大学植物学教室の図書室にはザックス自身の所
有していた署名入のこれらの著書が残っている。中でも、“Vorlesungenuber 
Pf1anzenphysiologie"が、ペファーから献呈された“Pf1anzenphysiologie"( 1881)と並んでい
るのを見ると、これらの先駆者を身近に感じることができる。
ザックスは教育者としてもゲーベル (J.K. Goebel)、ベファー、ドフリース、あるいは日本
の長松篤来や松村任三などの著名な学者を育てている。当時のザックスの研究に対する、そし
て弟子たちに対する姿勢をうかがう資料として、筆者がジモーニス教授からもらった“心得"
を紹介しよう。(Anleitungzu wissenschaftlichen Untersuchungen in Botanischen Institut， 
1883年5月27日、 J.von Sachs) 
(1)この心得は植物学、とくに植物生理学を専門としてこれに一生を捧げようとする者たち
のためのものである。
(2)植物生理学を学ぶ者は、顕微鏡取り扱いのほか、化学および物理学、植物形態学に十分
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な知識を備えていることを前提とする。
(3)ここで学位のための研究を行いたい者、あるいは研究論文をまとめたい者は、まず 1-2
学期間コースを履修し、私がその能力について確信がもてたときに限りその希望を受けること
にする。
(4)実験器具、図書、論文別刷などを利用する者には借用証を交付する D これらの物品を傷
めたり、紛失した場合には弁償しなくてはならない。
(5)学生にはそれぞれ一定の窓 (Fenster.当時は顕微鏡用の光源として実験室が用いられ、
それぞれが一定の場所を閉めて顕微鏡観察をしていた)と机が支給される。
(6)実験用の植物、種子を蒔いた鉢、根茎、カピの培養などは、とくに必要でない限りこの
窓際においてはならない。
(7)仕事机や窓には研究に直接必要な物以外の物を置くことを禁止する。使用済みの鉢は直
ちに小使に返還すること。とくに学生がこの心得の (5)一 (7) を守かどうかは、私がその者
の能力を判断する要素の一つにする。
(8)小使には研究室や植物園の独自の仕事を課しである。したがって、ガラス器具の洗浄な
どの仕事は学生が自ら行うこと。しかし、植物生育用の土、オガクズなどは研究室の流しに棄
てないで、その始末は小使に任せること。
(9)原則として研究用の植物は学生が自ら生育させなくてはならない。植物を生育させる能
力も、その者の植物生理学を研究する能力を私が判断する条件に数える。ただし、私が許可す
る特別な場合には植物園で生育させた植物を用いてもよろしい。
(10)研究課題の選定や研究のやり方については私の指示に従うこと。ある者の研究が発表で
きるに十分かどうかは私だけが判断する。この研究室で得られた研究成果の発表は、どんな場
合も私が論文原稿を精細に読み、許可したものに限って発表する。発表に至らなかった研究課
題に関する権利は私のものとする。
(11)学生は植物学教室構成員として大学の会計課に登録される。
ザックスの性格がよく表わされていると、ジモーニス教授は語っていたが、時代の移り変わ
りを感じざるを得ない。
ザックスは、バイエルン政府から最高の地位 (Maximiliansorden)を与えられ、 von の称
号を許されたが、 1897年5月29日6時45分、その休みなく研究に捧げた一生をヴュルツブル
クにおいて閉じた。年齢65歳であった。
5.ベファ一一ライブチヒ大学今昔
ライプチヒ大学は、ザックスの学んだプラハ大学にならい、フス戦争(ヨハネス、フス{J.Huss}: 
プラハ大学で 1403-08年に宗教改草の争いがおこり、フスはウイグリス派の主導者であった。
1409年に学制が改革され、 ドイツ人の立場が悪化し、彼らは総ヲ|き揚げをした。フスはのちに
は火あぶりの刑で殺された)のときプラハから逃れてここに住んだドイツ人教授と学生のため
に 1409年に創設された、ハイデルベルク大学に次ぐドイツで 2番目の古い大学である。 16世
紀にはドイツ最大の大学となったが、第二次大戦中はなはだしく破壊され、現在は東ドイツに
あって、 1952年カール・マルクス大学と改称された。
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この大学の植物園は薬草の栽培と研究を目的とする医学部の付属植物園 (hortusmedicus) 
として 1542年に設立された。しかし、ハプスブルク家に対するボヘミアの反乱に端を発した30
年戦争 (1618-48)のため、この植物園はそれ以上発展しなかった。その後 1684年、大学の
敷地として寄付された新しい土地にhortusmedicus (長さ 86エルレ、前幅52、後幅48エル
レ、 1エルレは約66cm)が再び建てられた。 18世紀中ごろにはここに小さな温室も建てられ、
また毎朝 7時からここで植物学の講義が行われるようになった。しかし 1806年以後、この土地
が他に譲られたため、 1877年現在の場所に植物園が改めて建設された。
はじめ医学部の教授によって植物学の講義が行われていたが、 1780年以後、植物園に植物学
教授がおかれ、初代教授ヘドウイツク (U.Hedwig)が就任した。ヘドウイツクは鮮苔類の研
究者であった。その後シェンク教授のとき 1876年、前述のように新しい植物園と教室の建設が
はじまり、 1877年秋に植物園と温室、 12月に教室が完成した。このときの総工費は 677、081
マルクであったという。ペファーは 1887年10月シェンクの後任として赴任したが、 1895年、
植物園の面積を 0.294ヘクタールふやし、全面積を 2.812ヘクタールにし、これを整備した。
現教授のシュスター (G.Schuster)博士と、ペファーの後任となったルーラント (W.
Ruhland)の弟子で前教授のワイクセル (G.Weichsel)女史は、爆撃で破壊された植物学教室
のいろいろな角度から撮った写真を今も保存している。筆者は彼らの案内で、教室の建ってい
た植物閣の、その土台石だけ残る一角に立って、ペファーの時代を偲んだ。戦後、植物学教室
は再建されることなく、植物園の近くにある動物学教室の一部を譲り受け、そこで現スタッフ
が研究を行っている。シュスター教授たちは、ウイルス感染したタバコ葉の生長やタンパク合
成に対するホルモンの作用を研究している。幸い植物園と温室は復旧され、よく管理されている。
6.ベファ一一薬剤師の道から植物学へ
ヴイルヘルム・ペファーは 1845年、カッセルの近くのグレーベンシュタインの薬種屋の息子
として生まれた。父はユダヤ人の家系で、曽祖父はパンベルクにいたが、曽祖父のときにこの
地に移り、それ以来父の代まで薬種屋を家業としていた。ペファーは 6歳から 12歳まで家で家
庭教師による教育を受けたのち、 3年間カッセルのギムナジウムに通った。 15歳のときから父
について家業の修行をはじめた。この問、胃薬、巴旦杏、大麦糖を作り、薬草を刻んで何時間
も費して乳鉢で粉末にしたり、あるいは毎土曜日には庖にある薬種用の容器をすべて洗い、ま
た机や戸棚を掃除して磨くなど、徒弟としてのあらゆる仕事をしたという記録が残っている。
父は非常に科学的な識見をもった人であったらしく、動物、植物、鉱物あるいは化石を収集
しており、 20，000種もの薬用植物を中心としたハーバリウムをもっていた。ペファーの母は南
フランスの良家の出であった。その母方のおじがスイス東部のクールで地質学の教授をしてお
り、ペファーは幼少のときからおじとスイスアルプスに登り、植物採集をしていた。彼の山登
りに対する愛着はその老年まで続いたらしい。 1884年、 39歳ととき、アルプスで知り合った女
性 (HenrikaVolk)と結婚している。
このように、幼年のころから自然に親しんで、いたペファーはその徒弟時代、父からほとんど
毎日約 1時間、動物、植物、鉱物に関する教育を受けた。また、父は彼に顕微鏡の使い方も教
えた。このような家庭環境のため、ペファーの植物に対する興味は早くから育てられたが、彼
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自身は薬剤師として身を立てるつもりでおり、植物はむしろ趣味と、長い間考えていたらしい。
こうして父の下で徒弟時代を了え、 1863年 18歳のときカッセルで薬剤助手の試験に合格し
た。このときの成績は優秀 (sehrgut) と記録されている。薬剤師になるための十分な化学的基
礎を作るため、彼は直ちにゲッチンゲン大学の冬学期に入札その後4学期 (2年間)化学と植
物学を勉強し、 20歳のとき (1865年)、グリセリンに関する研究をまとめて学位 (Dissertation)
を得た。しばらくマールブルク大学で薬剤師の勉強を続けたが、 1866年からアウグスブルクと、
おじのいるクールで薬剤助手として働いた。 1868年、再びマールブルク大学に戻り、 23歳で薬
剤師試験に抜群(vorzuglich伊 t)の成績で合格したのち、 1869年まで同大学で薬学と植物学の
勉強を続けた。
1869年から 1870年まで、ブラウン (A.Braun)とプリングスハイム (N.Pringsheim)両
教授の植物学助手としてベルリン大学に勤めた。このときの助手仲間には茎の極性の研究で知
られるヴェヒテイング (H.Vochting)がいる。 1870年、ヴユルツブルク大学に移り、ここで2
年間ザックスの助手を勤めることになる。植物生理学の発展にとって運命的な出会いといえよ
う。ここで前述のように細胞浸透生理の研究を行い、これが後年からの名を高めたわけである。
こうしてベファーはザックスの影響を受け、また個人的にも親交を結んだらしい。
1871年、 26歳のときペファーは講師資格 (Habilitation)をマールブルク大学から得た。こ
の年、父が引退して薬種屋を廃業したので、家族をマールブルクに呼ぴょせ、ここに住居を構
えてこの大学の助手となった。しかし、 1873年ボン大学に講師 (Privatdozent)として招ばれ、
生薬学と植物学の講義を行った。 1877年、バーゼル大学の植物学教授として迎えられたが、翌
年チューピンゲン大学教授の席を得て赴任した。彼にとってバーゼルはあまり住み心地がよく
なかったらしい。彼の師ザックスが生涯親交をもったティール (H.Thiel)にあてた多くの手紙
の中の一通に次のように書かれている。
“1878年 4月15日。前略。ベファーはパーゼルではあまり幸せではないようですから、私
は彼がエーベルスワルデルからの職の誘いに応じると信じています。彼の能力については疑い
をはさむ余地はありません。もっとも、彼自身はチューピンゲンかストラスプールに行きたい
ようですが、その望みがかなえられるかどうかははなはだ疑問です。このポストにはドフリー
ス、あるいはプランドルが適していると思います。プランドルはしかし、アッシェンブルクで
もうすでに2年間も林学に従事しています。これらの人物以外、私には心当りはありません。"
ザックスはペファーをチューピンゲン大学の教授に適任と考えていなかったふしがある。こ
のためか、ザックスとペファーの親交は、ペファーがチューピンゲンに赴任後は絶えたと伝え
られる。
ベファーにとってチューピンゲン時代は研究に専心できた最初のときで、この大学在勤の 9
年間に数多くの研究を行い、論文を Berichteder Deutschen Botanischen Gesellschaftなどに
発表している。このとき 1881年、世界最初の教科書"Pflanzenphysiologie， ein Handbuch" 
を書き、また呼吸、運動、刺激生理、細胞生理、物質吸収など広い分野にわたって研究してい
るo 1887年シェンクの後任としてライプチヒ大学に移り、その後 32年間、ペファーはライプ
チヒでその研究者、教育者としてのもっとも充実した生涯を送った。この問、チューピンゲン、
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ハレ、ケーニヒスペルク、ケンブリッジ、クリステイニア(オスロ)から名誉学位を授与され
ており、また 44歳のときベルリン科学アカデミー会員にも選ばれている。
7.ぺファ一一有能なる教育者
ベファーの特質は親切 (Gute)、正直(Gerechtigkeit)、誠実(Gewissenhaftigkeit)、責任
感 (Ptlichttreu)，徹底 (Grundlichkeit)であるとされている。反面、その人柄は、前述のよ
うに、ザックスとは対照的に陰気、内省的、メランコリック、そして悲観的で冗談もいわなか
ったといわれる。彼はすぐれたその研究によって近代的な"実験植物生理学"を完成しただけ
でなく、教育者としてもきわめて有能で、その門下生の数は 265人に達するといわれている。
常に多くの同僚、門下に固まれていたらしい。その中には多数の海外からの留学生も含まれ、
たとえば米国ミズリー植物園のダガー (B.M. Dugger)の手紙には、“アメリカにおける植物学
の研究をこのように発展させたのはペファー以外の誰でもない"と記されている。
協同研究者や門下生の中には、ボイセン・イエンセン (P.Boysen-Jensen )、ブーダー (J.
Buder)、コレンス (C.Correns)、チャペク (F.Czapek)、フイツテイング (H.Fitting)、ゲ
ーベル、グッテンベルク (H.von Guttengerg)、ルンデゴールド (H.Lundegardh)、プリング
スハイム(E.Pringsheim)、レナー (0.Renner)、パール(A.Paal)、三好学、柴田桂太、ワ
ールブルク (0.Warburg)、ウインクラー (H.Winkler) らの名がある。ベファーの偉大さが想
像できる。
教育者としての彼の姿勢を物語る次のようなエピソードが伝えられている。第一次大戦直後、
1919年のライプチヒ大学夏学期に、ベファーは“一般植物学"の講義を毎日朝 7時から 8時ま
で、行っていた。しかし、復員学生の受講希望者がふえたので、彼はさらに同じ講義をもう一つ、
朝6時から 7時まで、行った。講義室には 200名収容できたが、補助椅子を加えても 260名しか
入れなかった。それにもかかわらず、ペファーの講義にはこの時代、常に 400-500名の聴講者
で講義室が溢れていたという。彼は講義のときには常に実際に植物を示し、その形態学、生態
学、分類学から説きおこし、細胞学、細胞生理学、呼吸、光合成などの代謝生理学、生長生理
学まで論を進めた。
1919年の学期休み中には、ペファーは復員学生の戦争中の空白を補うため、とくに“植物学
概論"を月、火、木、金曜日の 11時から 12時まで、そして"初心者のための顕微鏡実習"を
水、土曜日の 11時から 13時まで講じている。もっとも、ペファーの講義は低い声で、ゆっく
りとしており、また発音が不明瞭で、講義室の後方に座った学生にはほとんど聞き取れないほ
どで、講義は必ずしも上手で、なかったそうである。
1914年に第一次大戦がおこったとき、ペファーはいち早く、この戦争はドイツの敗北で終る
と予見し、彼の研究室にいた敵国の研究者たちに帰国をすすめている。停戦直前の 1918年9月、
彼のただ一人の息子オットーがフランス戦線でアメリカ軍と対侍しているときに行方不明にな
った。 1919年の半ば、息子の戦死が確認されるまで、ペファーは息子の消息を求め、何通もの
手紙をスイスやアメリカにいる彼の門下生に書いた。息子の死は彼にとって致命的な打撃であ
ったようで、彼の嫁、つまりオットーの妻にあてた手紙で、彼は息子を失った悲しみと、ドイツ
の将来に対する悲観的な感情を表わしている。彼自身の妻は良家の出で、敗戦後の苦労を耐え
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ることができず、しかも妻との折り合いが悪く、ベファーは家庭的に苦労したらしい。オット
ーの妻はペファーを敬愛し、楽観的で積極的な性格でその息子(ペファーの孫)とともに戦後
の生活を乗り切っている。
この孫がのちに語ったことによると、ペファ一家には彼の妻のほか、妻の母が家事を手伝っ
ており、ペファーはその実生活では常にこの 2人の女性の圧力下にあったという。息子の死と
敗戦後の困難、国の将来への悲観などがペファーの死を早めたのであろう。しかし、彼は自ら
の研究生活と教育者としての生涯に満足していたらしい。 1920年 1月30日、ペファーはこの
冬学期の講義が彼の最後の講義と感じていたらしい。講義から帰り、非常に満足気に、“もし私
が今ここで死ねたらどんなにすばらしいだろう"といっている。その言葉どおり、翌 1月31日
夕方7時にベファーは 75歳の生涯を終えた。
チューピンゲン大学の教授を長くつとめ、さきに退官したピユンニング(E.Bunning)教授
は、植物におけるリズムなどの研究で知られ、ペファーの研究上の後継者として自他ともに許
す人である。最近、「植物生理学年報J(Annual Review of Plant Physiology)に掲載されたピ
ユンニング教授の総説「ヴイルヘルム、ペファーのあとを追った研究 50年Jには、第二次大戦
前、 ドイツ植物生理学最盛期の様子が生き生きとえがかれており、興味ぶかい。
8. 日本の植物生理学とのつなが.り
ザックスとベファーという 2人の偉大な植物学者の直接の影響を受けて日本の植物生理学が
スタートしたことはまことに幸運であった。 1895年(明治 28年)、 ドイツ留学から帰朝し、東
京帝国大学教授になった三好学博士が、その「植物学講義」において、我が国ではじめて植物
生理学に関する講義を行ったと伝えられる。三好学博士は 1891年(明治24年)、ドイツのライ
プチヒ大学植物学教室に留学し、ペファー教授に師事した。これより前東京帝国大学選科生の
長松篤莱と東京帝国大学教授であった松村任三博士は助教授時代の 1885年(明治 18年)ドイ
ツへ留学し、ヴュルツブルク大学植物学教室のザックス教授に学んだ。松村博士は元来、矢田
部良吉教授門下の植物分類学者であったが、ザックスに師事したとき植物生理学も学んだと伝
えられる。三好学博士につづき同じ東京帝国大学の大野直枝博士がベファーの下に留学したが、
大野博士は東北帝国大学農科大学(現北海道大学農学部)教授として若くして亡くなったとい
う。その後、柴田桂太博士がペファーの下で学び、帰国後、我が国における植物生理学の基礎
を確立した。
柴田桂太博士は 1910年、 33歳のとき東北帝国大学農科大学教授を辞し、東京帝国大学理学
部講師の身分でドイツへ留学した。その留学期間の大部分をライプチヒで過ごし、ペファー教
授に師事し植物生理学、植物生化学を学んだ。こののち、フランクフルトにおいてフロイント
(M. Freund)教授に有機化学を学んだ。帰朝後、我が国における植物生理化学、および微生
物生化学の研究を振興するため、これらの分野における研究論文を発表する国際雑誌 Acta
Ph刊ochimicaを 1922年に創刊した。こうして、ザックス、ペファー学派の植物生理学は三好
学、柴田桂太の両教授によって我が国にもたらされ、その伝統はさらに服部静夫、田宮博、高
宮篤教授らにひきつがれ、東京帝国大学理学部において植物生理学の花が開いた。
他方、柴田桂太博士より 8年遅れて東京帝国大学を卒業した郡場寛博士は、三好学教授の副
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手をつとめたのち、柴田、大野両博士のあとをついで東北帝国大学農科大学講師をへて 1915年
同教授、そして、 1918年3月から京都帝国大学植物学教室創設のため米国および欧州へ留学し
た。 2年間の留学から帰朝し、郡場博士は京都帝国大学教授となった。郡場先生の遺稿をみると、
つぎのように書いている。
“私の専門ではドイツのほか落着く気になれませんでした。留学するならドイツで、と思っ
ていましたが、丁度戦争当時の留学となり、当時は既に欧州航路は廃され、米国経由で行くほ
かありませんでした。ところが横浜から米国に着く前に米国はドイツへ宣戦し、大西洋は潜水
艇がはびこり危険なため渡航が許されず時期を待っている内に一年が過ぎてしまいました。最
初からドイツの植物生理学というよりは世界の一人者といわれていたペファ一氏に学ぶつもり
でしたが、米国に 1年滞在したので、ドイツに回った時にはお葬式に参列する羽目になりました。"
郡場寛博士もこうして間接的にペファーの影響を受けて京都帝国大学における植物生理学の
発展につとめたといえよう。筆者が学生の頃、先生はまだ健在で、毎週 1回教室の図書室で勉
強をしておられ、若い学生たちにも気軽に話し相手になっておられた。また、先生がドイツか
ら持って帰られたザックス、ベファーの書物のほか植物回転器、スペクトロスコープ、顕微鏡
などがあった。郡場博士の伝統は芦田譲治教授や農学部の今村駿一郎教授に引継がれた。
東北帝国大学の生物学教室創設に当たってはウィーン大学からモーリッシュ (H.Molisch) 
教授が招へいされ、東京、京都とは異なったカラーで植物生理学が発展した。これについては
本稿ではふれないことにする。
ペファーと我が国とのつながりは岡山大学農業生物研究所の“ベファ一文庫"にもみられる。
ベファーの蔵書、論文別刷など約 11.730点は、ペファーの死後 1921年、彼の遺族の手によっ
て大原孫三郎氏に売却され、これが大原氏の設立した同研究所(当時は大原農業生物研究所)
の蔵書となって現在にいたっている。1881年に出版されたペファーの“Pflanzenphysiologie，ein 
Handbuch"初版は世界最初の植物生理学教科書であるが、この余白や裏面にび、っしりと著者自
身が第2版用に書き込みをしたノート用の大型の版は実に貴重なコレクションである。
柴田桂太博士がペファーのもとから帰朝後47年たった 1959年、田宮博教授、芦田譲治教授、
神谷宣郎教授らの努力によって日本植物生理学会 (JSPP)が創設され、芦田教授を初代会長と
し、同じ年に発足した国際植物生理学連合 (IAPP)のメンバー学会となった。 JSPPの発行す
る学術雑誌 Plantand Cell Physiology (PCP)も今年は第18巻を刊行中で、その評価も高い。
世界各国の植物生理学会(現在23ヶ国)の国際的な母体機関である IAPPの第一回開催は、
その発足以来、なかなか実現しなかったが、ょうやく 1974年、ザックスゆかりのヴユルツブル
クにおいてドイツ植物学年会と併せておこなわれた。植物生理学の歴史にちなんだ IAPP開催
地の選定であったといえよっ。今年 1977年夏、東ドイツのハレで植物の機能調節に関する国際
会議が IAPP協賛下に聞かれた。ハレはペファーのいたライプチヒに近く、この会議はいかに
もペファーにちなんでいたように筆者には感じられた。 IAPPの第 3国会議を日本で開催して
ほしいという非公式の要望がいま IAPP内部にあるのも、ザックス、ペブアーの流れをくむわ
が国の植物生理学界の伝統から見ると自然のなりゆきかもしれない。(中央公論社「自然J12月
号、 48-59頁、 1977)
